
講座のコンセプト＝ 「寛容になるためのヒント」



「⼊⾨・やさしい⽇本語」で
紹介された⽅々を中⼼とし
たよるワークショップ・講演



ワークショップ1︓
「⽴場を⼊れ替える」

井上くみ⼦⽒
多⽂化⼦育ての会Coconico 代表

モンゴルにて⽇本語イマージョン教育の⽴ち上げに協⼒し、教師兼
教頭として勤める。現在は多⽂化⼦育ての会Coconico 代表とし
て、地域の外国出⾝の親⼦が学び、活躍できる場を共に作ってい
る。また、やさしい⽇本語コミュニケーション講師として、多数の講演
会を⾏い⽇本⼈に向けての発信にも⼒を⼊れている。

やさしい⽇本語で⼀番⼤事なのは、⽇本語を
客観視する⼒です。しかし、⽇本語教師にとっ
て常識であっても、⼀般の⽇本⼈にとって容易
なことではありません。「相⼿の⽴場になる」こと
をいかにリアルに伝えるかが、やさしい⽇本語
ワークショップのポイントになります。
得意のモンゴル語を駆使し、数々のやさしい⽇
本語のワークショップを実施してきた井上くみ⼦
⽒をお招きし、受講者の⽴場を鮮やかに⼊れ
替える⼿法について、⼀緒に考えていきます。



ワークショップ2︓
「その⾔葉を疑う」

近藤正憲⽒
合同会社オーイン代表社員・⿓⾕⼤学他講師

千葉⼤学⼤学院修了 博⼠（学術） ⽇本語教育能⼒検定試験合格
⽇本語教師・ACTFL-OPI 公認テスター 漢検漢字教育サポーター
漢字教育⼠（⽴命館⼤学⽩川静記念東洋⽂化研究所）多⽂化共⽣マネージャー
元国際交流基⾦⽇本語上級専⾨家 ウズベキスタン、イラン、チェコ、ハンガリーで⽇本語
教育に携わる。
⿓⾕⼤学、⽴命館⼤学 講師（⽇本語教育科⽬）
株式会社ヒューマンアカデミー京都校 ⽇本語教師養成講座、「やさしい⽇本語」指導者
養成講座講師

やさしい⽇本語はとかく話し⼿の話し⽅の形式だけ
に⽬が⾏きがちですが、 ⾮⺟語話者の発話をいか
に解釈するかも重要な問題です。 彼らのたどたどし
い⽇本語を理解するにはそれなりのコツがあり、やさ
しい⽇本語のリーダーは⼀般の⼈にそれを伝える
必要があります。
このワークショップでは参加者の皆さんの誤解や失
敗の経験と、どうしたら誤解しないで済むかのノウハ
ウを共有し、やさしい⽇本語の活動に⽣かすことを
⽬的とします。 いわば「やさしい⽇本語」の「受容
編」です。皆さんのご経験をぜひお持ち寄りください。



ワークショップ3︓
「伝えるウェブ」活⽤法

野⽥純⽣⽒
アルファサード株式会社代表取締役社⻑

2003年11⽉アルファサード社
を設⽴、代表取締役社⻑。⾃
社提供のCMS製品を⾃ら開
発する傍ら、Webアクセシビリ
ティチェックツールやフリーソフト
ウェアを多数開発。2018年
「伝えるウェブ(やさしい⽇本語
化)」をリリース。

アルファサード「伝えるウェブ」の有償バージョンには、
やさしい⽇本語化⽀援ツールが付属しています。
⽇々進化する⾃動翻訳機能だけでなく、セキュアな
環境で使⽤できる同社のツールは、今後⾃治体・
団体・企業のやさしい⽇本語化のスタンダードになっ
ていくでしょう。⼀⾜先に「伝えるウェブ」の使いこなし
⽅を学び、書き換え・アドバイス業務でも各地のリー
ダー的存在になりましょう。



ワークショップ4︓
やさ⽇エバンジェリスト
に聞く

船⾒和秀⽒
チームやさしい⽇本語

フリーランス⽇本語教師
ヒューマンアカデミーやさしい⽇本語指導者養成講座講師
ヒューマンアカデミー⽇本語教師養成講座講師
伊賀⽇本語の会（⽇本語ボランティア）テクニカル・アドバイザー
三重県を中⼼に各地のボランティア研修講師や外国籍児童⽣徒に関わる教員向け研
修講師の仕事に関わる。
⺠間企業の技能実習⽣の⽇本語研修にも１０年以上関わる。

やさしい⽇本語の本格的な社会普及・実装には、ちゃんとした資質と
知識をもった⺠間⼈が活躍しなければなりません。⾮常勤・フリーラン
スの⽇本語教師は、その⽴場に最も近い職業といえます。

船⾒和秀⽒はフリーランス⽇本語教師として三重県を中⼼に活躍し、
やさしい⽇本語の講演を数多くこなしてきた「プロ」のやさしい⽇本語
エバンジェリストです。ヒューマンアカデミーのやさしい⽇本語指導者養
成講座の⼈気講師であり、みずから⼀期⽣を率いて「チームやさしい
⽇本語」を結成しています。これからのやさしい⽇本語リーダーはどうあ
るべきかについて、吉開章⽒と井上くみ⼦⽒も交えた対談とし、参加
者からもたくさんの質疑を受け付けます。



講演１︓
知的障害者との
スローコミュニケーション

野澤和弘⽒
⼀般社団法⼈スローコミュニケーション代表

1983年毎⽇新聞⼊社。社会部でいじめ、ひきこもり、児童虐待
などを担当。毎⽇新聞客員論説委員。社会保障審議会障害者
部会委員、植草学園⼤客員教授、上智⼤⾮常勤講師なども。
主な著書に「スローコミュニケーション」「障害者のリアル×東⼤⽣の
リアル」「条例のある街」

知的障害者とのコミュニケーションや情報提供はこれ
まで家族など⽀援者を通じたものがほとんどであり、
⾃⽴を妨げる要因の⼀つになってきました。⽗親とし
て重度知的障害を持つご⼦息と向き合い、ジャーナ
リストとして知的障害者向けのニュースを発信してき
た野澤和弘⽒をお招きし、知的障害者との「スロー
コミュニケーション」についてお伺いします。



講演２︓
エポケー
判断停⽌の技術

中⾕俊介⽒
電通Bチーム（未来予測担当）

1993年（株）紀伊國屋書店
⼊社。2000年（株）電通に転
職。プランニング・営業セクションを
経て、現在は電通社内ライブラリ
「情報センター」を核に、ナレッジ
シェアを推進中。電通Bチーム
「未来予測担当」。
著書「⼈はなぜネットでものを買わ
ないか」（ソフトバンクP）、
「ニューコンセプト⼤全 仕事のア
イデアが⽣まれる50の思考法」
（KADOKAWA ）*共著

Forbes記事「思い込みを⼀時停⽌する」というビジネス思考のすすめ」から

円滑な異⽂化接触のための「エポケー（判断停⽌）」
は⽇本語教育関係者ではよく知られた⾔葉ですが、
⼀般の⼈にこの考えを根付かせるのは容易なことでは
ありません。電通のユニークな専⾨家が集まった「電通
Bチーム」の中⾕俊介⽒の話から、エポケーを伝える
様々なアイデアを学びます。



講演３︓
電話通訳が必要な時

坂本久海⼦⽒
NPO法⼈愛伝舎代表

⾼柏（こう・はく）⽒
株式会社BRICKʼs 東京通訳グループ副部⻑

やさしい⽇本語は万能ではありません。命や⼈権にかかわるこ
とには、当事者の⺟語を保障する社会でなければいけません。
⽇本の電話通訳事業の先駆けであり、三重県を中⼼とした
在留外国⼈⽀援に取り組む坂本久海⼦⽒と、留学先で東
⽇本⼤震災で被災した経験から、そのまま⽇本に残り、電話
通訳事業に取り組んでいる中国⼈の⾼柏⽒をお招きし、通
訳が必要とされる場⾯とその現場についてお話を伺います。

坂本久海⼦⽒ プロフィール
NPO法⼈愛伝舎理事⻑。静岡県熱海市出
⾝。明治学院⼤学社会学部卒業。1993年
-98年にブラジル滞在。2002年より、三重県
鈴⿅市の⼩学校で国際教室の講師として、
⽇系⼈の⼦供たちの教育に携わる。

⾼柏⽒ プロフィール
中国吉林省出⾝。2011年宮城教育⼤学
（⾳楽専攻）留学中に東⽇本⼤震災で被災。
⽇本国内に留まり外国⼈のための通訳事業を
志す。現在電話通訳などを⼿がける株式会社
BRICKʼs東京通訳グループ副部⻑。
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表紙と各ページフッタに講師名名⼊れ

「⼊⾨・やさしい⽇本語」に
完全準拠した内容

「⼊⾨・やさしい⽇本語」準拠公式ハンドアウト(24ページ）


